
いろいろな国の
遊びを知ろう

アクティビティーについてⅠ

◆◆◆視 点◆◆◆ね ら い

いろいろな国の遊びの体験を通して、日本の ◎多様性の尊重・共生

遊びと似ていても、遊び方やルールが違う遊び ○共感と連帯感

があることなど、様々な文化の共通点と相違点 ○コミュニケーション

に気づき、他の文化をも尊重しようとする態度 能力

を育てる。

設定の理由

この時期の児童は、様々な遊びを知り、その楽しさに気づいているが、他の

国々の遊びにふれ、実際に体験することは少ない。

そこで、身近にいる外国の人々から、その国の遊びについて教わり、体験す

る活動を通して、日本の遊びとの共通点や相違点に気づかせ、多様性を認め合

い、受け入れ合って、共に生きようとする態度の基礎を育てたい。

（５時間扱い）アクティビティーの概要

活動１ 外国の４種類の遊びを知り、体験する。 １時間

・ じゃんけん （シンガポール 「だるまさんがころんだ （中国）「 」 ）、 」

「手袋おとし （ケニア 「けんぱ遊び （ブラジル）」 ）、 」

活動２ 遊び体験をもとに、作文メモを作成し、作文を書く。 ２時間

活動３ グループで作文発表会を開く。 １時間

活動４ ＡＬＴと一緒に、外国の遊びを体験する。 １時間
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多様性の尊重・共生 ６－①

アクティビティーの実際

□ 準備するもの

世界地図、遊びをする国の旗、手袋、けんぱ遊びの場所

その国の風景や子どもたちの遊ぶ様子の写真

□ アクティビティーの進め方

活動１ 遊び体験

① 日本になじみのある外国の４種類の遊びを紹介する。

「じゃんけん （シンガポール）」

「だるまさんがころんだ （中国）」

「ハンカチ（手袋）おとし （ケニア）」

「けんぱ遊び （ブラジル）」

・世界地図や該当する国旗を用意し、一緒に紹介する。

② ４種類の遊びの方法を説明する。

・ じゃんけん 「だるまさんがころんだ 「ハンカチ（手袋）おと「 」 」

し 「けんぱ遊び」の４つのコーナーを設置する。」

・４グループを編成し、１つの遊びを７分ずつローテーションでま

わるようにする。

③ ４種類の外国の遊びを体験させる。

④ 体験したことをふり返る。

＜ふり返りの留意点と発問例＞

○体験した感想を話し合い、作文メモの作成に結びつける。

発問例 外国の遊びをして、どんな感じがしましたか？

発問例 日本の遊びとどんなところが似ていましたか？どんなところ

が違っていましたか？

発問例 どうして違うのか、理由を想像してみましょう。

活動２ 作文を書く

① 遊び体験をふり返り、作文メモを作成し、作文を書かせる。

＜作文を書く視点＞

ア 遊び方

イ 日本の遊びと似ているところ

ウ 日本の遊びと違うところ

エ 遊んだときの自分の気持ち

134



多様性の尊重・共生 ６－①

活動３ 作文発表会

① グループで作文の発表会をする。

活動４ 遊び体験

① ＡＬＴと一緒に外国の遊びを体験する。

・ＡＬＴの出身国の伝承遊びなどを教えてもらい、クラス全員で体

験する。

・ＡＬＴからも、遊びに対する思いを話してもらうようにする。

＜ふり返りの留意点と発問例＞

○ＡＬＴとかかわりながら遊び体験を通して、外国の人も、自分た

ちの生活を楽しむために、工夫された遊びがあることを知る。

発問例 ＡＬＴの○○さんと一緒に遊んで、感じたことを発表しまし

ょう。

発問例 日本の遊びと似ていたり、違っていたりしたところがありま

したか。

アクティビティーを指導するポイント

◇ 日本の遊びに親しんでいる子どもたちは、日本の遊びがよいと感じたり、

他の国の遊びの方法が分からなかったりすることが考えられる。遊びの内容

のよさを比較するのではなく、それぞれの国の遊びの工夫を感じ取って作文

が書けるように、指導助言をする。

、 、 、◇ 外部指導者として ＡＬＴや家庭 地域の人材を活用することができるが

その場合、本単元のねらいを押さえ、児童に話す内容、質問に対する返答な

ど、十分に事前打ち合わせをする必要がある。
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授業展開例Ⅱ
～小学校２学年「国語」における授業展開例～

時 学 習 活 動 教師の働きかけ

１ 日本になじみのある４ ○世界地図や国旗を用意し、該当の国の位

種類の外国の遊びについ 置や国旗を確認しながら、遊びの名前や

て話を聞く。 遊び方について話す。

世 界 の 国 の 楽 し い 遊 び を し よ う ！

２ ４種類の外国の遊びの ○４つのグループで、ローテーションでま

。（ ）１ ルールや遊び方を知る。 わることを知らせる １つあたり７分

３ ４種類の外国の遊びを ○４つの遊びのコーナーを設置しておく。

体験する。 ○日本の遊びと比べながら遊ぶように助言

する。

「じゃんけん （シンガポール） 「だるまさんがころんだ （中国）」 」

「ハンカチ（手袋）おとし （ケニア 「けんけんぱ遊び （ブラジル）」 ） 」

４ 体験をしたことをもと

に話し合う。

１ 自分が遊んだことを振 ○作文を書く視点を児童とともに確認し、

り返り作文メモにまとめ 自分の体験した遊びをふり返りながら作

る。 文メモを書くように助言する

ア 遊び方 ○４つの視点（ア～エ）から作文メモが書

イ けるように助言する。日本の遊びと似ていると

ころ２

日本の遊びと違うところウ

エ なぜ違うのか

２ 作文メモをグループ内 ○作文メモをグループ内で発表したり質問

で発表し、質問し合う。 に答えたりすることにより、体験したこ

・友だちからの質問を作文 とを想起できるようにする。

メモに書き加える。

３ 書き加えた作文メモを

もとに作文を書く。
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１ グループで作文の発表 ○友だちの作文の発表を聞き、自分の考え

１ 会をし、聞いたことをメ と違うところ、新しく発見したことなど

モする。 をメモできるようにする。

ＡＬＴの○○さんといっしょに ○○さんの国の遊びをし

よう！

１ ＡＬＴの○○さんを紹 ○ 世界地図や国旗を使って、○○さんの

介する。 出身国や国旗を確認する。

１ ２ ＡＬＴの○○さんから ○ ○○さんとは、事前打合わせを十分行、

自分の国の子どもたちの い、日本の遊びと似ている遊び、及び全

遊びを紹介してもらう。 く異なる遊びを２つ～３つ紹介してもら

うようにする。

３ ＡＬＴの○○さんの国

の遊びを体験する。

４ 体験したことを話し合 ○ 体験したことをふり返り、日本の遊び

う。 のよさや外国の遊びのよさについて感じ

とれるようにする。

資 料Ⅲ

（１）遊びの紹介

竜・石・水 竜＞水 竜は水を飲むシンガポール

石＞竜 石で竜をやっけられる 水＞石 石は水にしずむ「じゃんけん」

鬼が「信号 、他の人は「歩行者」中国 」

「青信号」信号方向に進める 「赤信号」すぐ止まる「信号ごっこ」

ハンカチのかわりに手袋でハンカチ落としをするケニア

「手袋おとし」

マス目が自分の陣地になっていくブラジル

「けんぱ遊び」
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（２）作文メモ

作文メモを書こう

「いろいろなくにのあそび」

ねん くみ なまえ

☆作文メモ

ア あそびかた

イ にているところ

ウ ちがうところ

エ なぜちがうのか、かんがえて みましょう

☆あそびをしてかんじたことをつたえよう

多様性の尊重・共生 ６－①
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